
ｂ 重点的に取り組む地域課題（地域第二係）
(a) 推進計画

課題名 地域を支える担い手と経営体づくり

対象地域 様似町田代地区（44戸）

主な活動目標 ①基幹作目（夏秋どりいちご・畜産）の生産性と農業所得の向上
②地域の持続的発展に向けた担い手の確保

活 Ｒ３ ・夏秋どりいちご経営の安定化 (Ｒ３現状→Ｒ３目標→Ｒ３実績)
動 (計画) 収量・品質の高位平準化 （推進技術実施戸数 １戸→ ３戸→ 戸）
年 ・畜産経営の安定化
次 経営改善に向けた課題の検討 （実施戸数 ０戸→ １戸→ 戸）

・担い手の確保
人材確保に向けた意識の向上（課題解決検討戸数０戸→１戸→ 戸）

Ｒ４ ・夏秋どりいちご経営の安定化
(計画) ・畜産経営の安定化

・担い手の確保

Ｒ５ ・夏秋どりいちご経営の安定化
(計画) ・畜産経営の安定化

・担い手の確保

Ｒ６ ・夏秋どりいちご経営の安定化
(計画) ・畜産経営の安定化

・担い手の確保

Ｒ７ ・夏秋どりいちご経営の安定化
(計画) ・畜産経営の安定化

・担い手の確保



(b) 実践計画

課題番号 ６ 活動期間 令和３～７年度 担当係 地域第二係

課題名 地域を支える担い手と経営体づくり

ｷｬｯﾁﾌﾚｰｽﾞ さあ！まんぞくする、にないて育成を!!

対象地域 様似町田代地区（44戸）

担当者 浦上係長 柴村普指 菊地普指 連携機関 様似町・ＪＡひだか東

谷 主査 嵯峨専主 森 次長

関連事業

・田代地区44戸（年齢構成70代以上13戸､60代11戸､50代６戸､40代10戸､30代３戸、20

重 代１戸）

点 水稲専業３戸､野菜専業23戸、黒毛和種繁殖専業１戸、酪農専業１戸、水稲＋野菜

対 １戸、水稲＋軽種馬３戸、軽種馬専業12戸

象 ・生産規模：水田23ha、牧草地250ha、いちごハウス4.4ha、乳用牛78頭、肉用牛22頭

の

状 (1) 地域の農業経営は夏秋どりいちご、水稲、軽種馬、畜産が主体となっている。

況 (2) 夏秋どりいちご栽培は既存農業者の他、多くの新規参入者が取り組んでおり、当

地域での夏秋どりいちごの収量は地域平均収量以上である。一方で、農業者間の収

量に差が生じている現状や、作業の効率化や負担軽減等の課題がみられる。

(3) 畜産では、各経営体で優良な経営が実践されている。しかし、家族経営のため将

来の労働力不足が危惧される。

(4) 田代地区は、野菜部門で新規参入者を中心に若手農業者が多い。反面、他の生産

部門は後継者が少ない状況にあり、各経営体の維持が課題である。

最終年度 重点対象地区の農業粗生産額、令和２年比100％以上を確保
到達目標

具体的推進事項 普及対象 担当者 連携機関

・目標事項（開始年→現況→本年度目標）

夏秋どりいちご経営の安定化 就農２～４年目 浦上係長 様似町、

・収量・品質の高位平準化 のいちご農業者 柴村普指 ＪＡひだか

（推進技術実践戸数 １戸→１戸→３戸） （４戸） 菊地普指 東

谷 主査

嵯峨専主

畜産経営の安定化 畜産農業者 森 次長

・経営改善に向けた課題の検討 （２戸）

（実施戸数 ０戸→０戸→１戸）

担い手の確保

・人材確保に向けた意識の向上 人材確保志向農業

（課題解決検討農業者戸数 者（３戸）

０戸→０戸→１戸）



具体的推進事項 夏秋どりいちご経営の安定化
普

及

活

動

の 具体的推進事項 畜産経営の安定化

経

路

図

具体的推進事項 担い手の確保

活動内容・方法

４～６月 ７～９月 １０～１２月 １～３月

夏秋どりいちご経営の安定化

畜産経営の安定化

担い手の確保
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課題意識の向上と
解決策の検討 解決策の実践 農業者の減少を抑制
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現状と課題の共有
課題解決に向けた

取り組み内容の検討

経営安定化に向けた経営状態の把握

適切な肥培管理、株整理、病害虫防除の助言 出荷実績の解析

畜
産
経
営
の
安
定
化

牛群づくり 経営にあった
優良牛の確保

販売価格の上昇

所
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草地改善

飼養管理改善

良質粗飼料の確保 発育改善・産乳量増加

遺伝的能力を
最大限に発揮
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適切な肥培管理

収量の向上･安定

所
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・
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適切な株管理

病害虫防除の徹底

効率的な作業の検討 労働生産性の向上作業の効率化

株養成の充実

草勢の維持

経営の安定化に向けた課題の共有化


